
 

 

 

 

 

 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアによる 

  Ｔｉｔａｎｉｕｍの結晶方位密度比較 
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概要 

 極点測定では圧延材が１ｍｍの場合、材料の表面と中心部分では集合組織が異なる。 

   通常、極表面とその他で異なるので、材料の中心付近を測定し、その材料の集合組織とされている。 

   中心付近の極点測定では材料を研磨し測定する。 

 

   以下に研磨前の材料、０．６ｍｍ研磨、０．６ｍｍを＃２０００番により研磨の３試料を測定した極点図 
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0.6mm研磨 

  

#2000番の研磨 

 

 

上記極点図をバックグランド除去，計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い、 

ＯＤＦ解析（１／４対称で解析する）を行って、ＯＤＦ図の平滑化を行って 

結晶方位密度を比較してみます。 
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０．６ｍｍ研磨 

  

＃２０００番研磨 

  



ＯＤＦ図比較（Ｂ－Ｔｙｐｅ） 

研磨前 

 

０．６ｍｍ研磨 

 

＃２０００番研磨 

 

 



結晶方位密度比較 

 

 

 

最大８試料の比較が出来ます。表面を無加工と 0.6mmを#2000番研磨では大きく異なります。 


